
対象
学生

◎：履修を強く推奨する科目
○：推奨科目

法律の存在意義や社
会的役割、その基本
的な仕組みなどを学
び、法的思考を修得
する。ビジネスの基
礎知識を学ぶ。

不動産をめぐる取引
に関する基本的な法
律を学ぶ。また経済
の基礎知識を修得す
る。ビジネス分野の
さらなる国際化に備
え、語学力を向上さ
せる。

不動産や金融をめぐ
る取引の現場で必要
となる法律知識の強
化とともに、税務や
経営の幅広い知識を
修得する。事務処理
を円滑に行う情報処
理の知識と技能を身
に付ける。

不動産取引に欠かせ
ない登記の手続きや
紛争の解決に必要な
法的知識を修得す
る。不動産の利用を
めぐる法律の関わり
等を調査研究し、ま
とめる。

1年次 2年次 3年次 4年次

観光地理 2 1 ○ ○

観光交通論 2 1 ○ ○

ホテルビジネスⅡ(管理) 2 2 ○ ○

観光リゾート開発論 2 2 ○ ○

観光リスクマネジメント論 2 2 ○ ○

ホスピタリティと法律 2 2 ◎ ◎

マーケティング理論 2 2 ○ ○

マーケティング戦略論 2 2 ○ ○

サービスマネジメント 2 2 ○

消費者心理・行動論 2 2 ○ ○

金融論 2 2 ○ ○

金融リスク管理 2 2 ○ ○

保険と経営 2 2 ○ ○

情報通信技術と社会 2 1 ○

ネットワーク管理 2 2 ○ ○

リスクマネジメント入門 2 2 ○ ○

経営管理論 2 2 ○ ○

コーポレートガバナンス論 2 2 ○ ○

簿記Ⅰ 2 1 ○

簿記Ⅱ 2 1 ○

現代社会と監査 2 2 ○ ○

税法概説 2 2 ◎

財務管理基礎 2 2 ○ ○

税務会計基礎 2 2 ○

税務会計応用 2 2 ○
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学修ストーリーの考え方

科目
区分

授　業　科　目 単位 年次

「経済・法律科目群」履修モデル

不動産をめぐる取引が主要な位置を占める
ビジネスで、資格を武器に専門分野で活躍
するビジネスパーソンを目指す学生

学修の重点分野

不動産・建設・金融など、土地や建物をめぐるビジ
ネスに法律知識を活用して対応できる能力、そこ
に、より専門的に関わる資格取得に向けた知識を、
実践力とともに修得する。

取得したい資格・試験、履修を強く推奨する実習・演習等 宅建士
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ミクロ経済学 2 2 ○

マクロ経済学 2 2 ○

国際経済入門 2 2 ○

環境と経済 2 2 ◎

民法Ⅰ(財産・取引) 2 2 ◎

民法Ⅱ(契約・不法行為・家族) 2 2 ◎

企業法Ⅰ(会社法) 2 2 ○

企業法Ⅱ(商法・金融商品取引法) 2 2 ○

国際取引法 2 2 ◎

不動産ビジネスと法律 2 2 ◎

民事紛争解決手続 2 2 ◎

登記と手続 2 2 ◎

自由な競争の法律(経済法Ⅰ) 2 2 ○

公正な競争の法律(経済法Ⅱ) 2 2 ○

消費者法 2 2 ◎

情報ネットワークと法律 2 2 ○ ○

経営情報リテラシー 2 1 ○

情報科学基礎論Ⅰ(戦略・管理) 2 1 ○

情報科学基礎論Ⅱ(テクノロジー) 2 1 ○

情報セキュリティ 2 2 ○ ○

プロジェクト・マネジメント 2 2 ○ ○
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